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Abstract 
This paper presents the urban flood hazard map of Noboribetsu, Hokkaido, based on the rainfall 
which has a statistical probability of being equaled 1 time in 50 years on average.The flood hazard 
map needs to include not only inundation areas and flooding water stage but also infomation for the 
safe evacuation of the residents. Therefore, flood flow simulation has to be carried out in high 
accuracy in order to ensure smooth evacuation when a flood is imminent. The 2D shallow water 
equation model is employed to the flood flow on the ground surface considering fine topography and 
land categories.The flood hazard map has a great advance to take appropriate countermeasures. 
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図 2 流域の表層地質概要 
 

























































































∂  ････････････････････････････････････(3) 
 










に示すように、空間格子は、h を Regular Grid から










































 図 4 に幌別地区、図 5 に鷲別地区の解析対象地
域を示す。解析対象範囲は、幌別地区では市街地
を中心とした x 方向約 1.9km、y 方向約 1.7km、鷲
別地区は鷲別川と上鷲別川の合流点を中心とした
x 方向約 1.8km、y 方向約 1.4km の範囲とする。 
3.2.4 標高及び土地利用データ作成手法 
 標高データ及び土地利用データは、登別市提供
の 1:2500 現況図より、以下の手順で作成を行なう。 
(1) 標高データ作成 














が 50%以下、建物（密）は、同 50%以上とする。 
 以上により作成した両地区の標高図及び土地利
用図を図 6.1、図 6.2、図 7.1、図 7.2 に示す。 
 
3.3 洪水流量の推定 
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図 4 幌別地区における解析対象地域 
図 6.1 幌別地区の土地利用図 






図 5 鷲別地区における解析対象地域図 
図 6.2 鷲別地区の土地利用図 
図 7.2 鷲別地区の標高図 
 
表 2 土地利用状況と粗度係数 
土地利用状況 粗度係数 土地利用状況 粗度係数
道路 0.020  公園・空地 0.025  
建物（粗） 0.040  水域 0.040  



































－ 29 － 
3.3.1 再現期間 50年の確率降雨の設定 
 解析対象 2 河川は、再現期間 30 年の確率降雨を
整備計画目標値としているが、本報告では二級河
川基本方針上限値である再現期間 50 年を採用する。 










SLSC 検定値が 0.04 以上であれば不適とし、その手











図 8 対数正規確率紙にプロットした結果 
 
図 8 と表 4 から、Sqrt-Et 法による結果は、 SLSC
が 0.04 以上であるため不適であるが、Gumbel 法と 
表 3 対象降雨一覧 
洪水発生年月日 総雨量(mm) 開始 雨量(mm)
1 S50.10.2～10.2 171 10/2  11h 171
2 S51.9.13～9.15 177 9/13  23h 176
3 S52.7.1～7.7 405 7/1  17h 242
4 S53.10.16～10.16 96 10/16  2h 96
5 S54.8.26～8.28 96 8/26  23h 95
6 S55.8.28～8.31 346 8/30  9h 178
7 S56.8.21～8.24 262 8/22  17h 179
8 S57.8.27～8.30 167 8/27  17h 143
9 S58.9.24～9.25 312 9/24  15h 312
10 S59.9.9～9.10 291 9/9  9h 291
11 S60.10.6～10.8 328 10/6  22h 244
12 S61.7.12～7.13 169 7/12 11h 161
13 S62.8.25～8.30 289 8/26  2h 215
14 S63.10.6～10.7 227 10/6  8h 216
15 H.1.9.19～9.20 315 9/19  14h 314
16 H.2.8.10～8.11 270 8/10  4h 239
17 H3.8.21～8.22 181 8/21  1h 180
18 H.4.7.18～7.19 271 7/18  14h 263
19 H.5.7.29～8.1 320 7/31  7h 209
20 H.6.5.27～5.27 172 5/27  1h 172
21 H.7.6.3～6.5 158 6/3  22h 154
22 H.8.5.2～5.3 94 5/2  2h 92
23 H.9.8.8～8.10 154 8/9 8h 128
24 H10.8.15～8.16 157 8/15  19h 150
25 H117.13～16 284 7/13  19h 210
26 H12.5.12～5.15 137 5/12  8h 123
27 H13.10.10～13 327 10/10  24h 316
28 H.14.9.28～9.30 187 9/28  12h 163
29 H.15.7.9～7.10 131 7/10  1h 129





表 4 50 年確率降雨計算結果 
Gumbel Sqrt-Et GEV
確率降雨(mm) 367 415 355
















ここに、S は貯留高(mm)、q は流出高(mm/h)、r は













TtdS +−=+ ･･････ (5)  
pqkS ・=  ･･････････････････････(6) 
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⎛++ αα ････････････････････････････(7) 
 
ここに、z は河床高(m)、Q は流量(m3/s)、A は流水断面積(m2)、R は径深(m)、αはエネルギー補正係数(=1.1)、
n は Manning の粗度係数、g は重力加速度(m/s2)、l は河道断面間隔(m)であり、下付き添字 1、2 はそれぞれ下
流断面及び上流断面における量である。 
(2) 胆振幌別川の流出計算 






















S52年7月 222 S63年10月 242
S56年8月 351 H1年9月 244
S58年9月 256 H13年8月 247
S59年9月 353 H13年10月 243
S62年8月 216 註)　S:昭和,H:平成  
 






洪水流量を求める。図 10 に同洪水の 50 年確率降
雨における解析ハイドログラフを示す。 
(3) 解析対象 2 河川の洪水流量の算定 
 解析対象 2 河川の 50 年確率降雨における解析洪
水ハイドログラフは、図 10 に示す胆振幌別川の洪
水ハイドログラフに基づき、流域面積を考慮した




 解析対象 2 河川の洪水時水位は、前節で求めた 
図9 貯留関数法最適同定結果(昭和56年8月洪水) 
 







S52年7月 390 S63年10月 723
S56年8月 865 H1年9月 313
S58年9月 269 H13年8月 541
S59年9月 554 H13年10月 324






































図 10 50 年確率降雨の洪水ハイドログラフ群 
 























































 式(7)中の流量 Q は表 7 に示す、来馬川、鷲別川、
それぞれ、305m3/s、220m3/s を与える。粗度係数 n
は、両河川ともに 0.04 とする。 
(2) 河道断面データ 










は 2.65m、鷲別川同水位を 1.92m とする。 
3.4.3 計算結果 
 計算条件から求められた来馬川、鷲別川の不等
流計算結果及び河岸高を図 12.1、図 12.2 に示す。 
 図 12.1 から、来馬川における越流地点は、計算
水位と河岸高との差が最大である左岸 SP1100 と右










と予測されるため、越流地点は SP1800 と SP800 地
点とし、図 11.2 に示す上流部の左岸 C 地点と下流










流量等から総合的に評価して 90 分とする。 
 洪水時水深は不等流計算より求めた河川水位を
ピーク水位 Hmax(=h+z)として、三角形分布で近似す

































































































図 12.1 来馬川の洪水時水位と河岸高 
図 12.2 鷲別川の洪水時水位と河岸高 
図 11.1 来馬川の測量断面と越流地点 
図 11.2 鷲別川の測量断面と越流地点 
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る。来馬川、鷲別川の越流水深 h(=Hmax-z)は、表 8、




表 8 来馬川の測点位置と越流地点 
測点 計算水位 築堤高 越水深
1100 6.13m 4.83m 右岸 1.30m
1400 6.74m 5.19m 左岸 1.55m  
 
表 9 鷲別川の測点位置と越流地点 
測点 計算水位 築堤高 越水深
800 3.48m 3.44m 左岸 0.04m
1800 9.03m 8.43m 両岸 0.60m  
 



































































区分を、表 11(6)から、0～0.5m 未満、0.5～1.0m 未









5.0 ２階の軒下まで浸水する程度  
 
4.1 幌別地区解析結果と洪水想定浸水区域図 























M ghh 235.0  = ･･･････････････ (8)  
北海道登別市における洪水氾濫流解析及び避難対策 
－ 33 － 
図 14 幌別地区洪水想定浸水区域図 
 





























：経路セル, S：MP=10, D:MP=14.142  




して行うため、時間間隔を 0.5 秒とする。 
5.2.1 避難速度 
 避難者を青年と想定し、移動は徒歩で行い乾燥




Lt 値が現在地セルに設定した MP を超えた時点で、
現在地セルから次のセルへ移動を行う。洪水災害
時の住民の安全な避難行動を考慮すると、浸水深





 避難開始地点は、図 14、図 15 のそれぞれ赤破線




小学校、美園町 2 丁目は、管轄避難所に最大 1.5m
の浸水が予測されるため、若草小学校及び鷲別青
少年会館を代替避難所と仮定し、避難所入口の移




始時刻は、越流直後、20 分後、30 分後の 3 ケース、
鷲別地区では越流開始直後、避難開始地点に氾濫
水が到達する 50 分後、氾濫水到達後 10 分後とし
た 3 ケースを設定する。 
太田典幸, 藤間 聡 
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5.3 洪水避難シミュレーション結果 









 鷲別地区では、越流開始直後に図 16 に示す避難
経路 F を使用し若草小学校へ、同 G を使用し青少
年会館へ避難を開始した場合、それぞれへの移動
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